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雅之, 松岡貴志, 矢部博興. 成人期AD/HD患者における塩酸メチルフェニデート徐放薬の投薬前後の聴覚性

P300の変化. 第22回日本薬物脳波学会; 20170922-23; 福島. 
 
板垣俊太郎, 和田智紘, 横倉俊也, 伊瀬陽子, 佐藤亜希子, 畠山 毅, 曽田恵美, 松本貴智, 増子博文, 矢
部博興. 福島市における東日本大震災後の子どもの精神状態と発達障害との関連について エコチル追加調査. 第
58回日本児童青年精神医学会; 20171005-07; 奈良. 
 
佐藤亜希子, 松本貴智, 和田智紘, 横倉俊也, 伊瀬陽子, 曽田恵美, 板垣俊太郎, 増子博文, 矢部博興. あ
る心因性視覚障害児の内的世界～箱庭療法を用いて～. 第58回日本児童青年精神医学会; 20171005-07; 奈良. 
 
和田知紘, 横倉俊也, 佐藤亜希子, 増田恵美, 松本貴智, 伊瀬陽子, 板垣俊太郎, 増子博文, 矢部博興. 愛
着に基づいた介入の有効性の検討 不登校と破壊的行動を呈した女子中学生の１例を通して. 第58回日本児童青

年精神医学会; 20171005-07; 奈良. 
 
一瀬瑞絵, 板垣俊太郎, 堀越 翔, 和田知紘, 三浦 至, 矢部博興. 強直性筋ジストロフィーに軽度精神発達

遅滞及び食行動異常を合併した一例. 第71回東北精神神経学会総会; 20171029; 盛岡. 
 
鈴木宏枝, 土屋垣内晶, 松本貴智, 堀越 翔, 志賀哲也, 三浦 至, 矢部博興. 発達障害疑いのある強迫性障

害患者に認知行動療法を用いて介入した一例. 第71回東北精神神経学会総会; 20171029; 盛岡. 
 
戸田 亘, 志賀哲也, 松本純弥, 刑部有祐, 山本慎之助, 矢部博興, 三浦 至. 統合失調症患者に対する持続

性注射剤導入時の患者と家族への配慮について 自罰的な妄想から縊頸による自殺企図を反復した一例を通して. 
第71回東北精神神経学会総会; 20171029; 盛岡. 
 
山本慎之助. 統合失調症急性期におけるセロトニン1A受容体 rs6295遺伝子多型と臨床症状，aripiprazoleへの

治療反応性，血漿モノアミン代謝産物との関連. 第71回東北精神神経学会総会; 20171029; 盛岡. 
 
山本慎之助, 板垣俊太郎, 三浦 至, 志賀哲也, 刑部有祐, 伊藤雅史, 長岡敦子, 矢部博興. 反応性抑うつ症

状に対しmECTが有効であった１例. 第71回東北精神神経学会総会; 20171029; 盛岡. 
 
横倉俊也, 土屋垣内晶, 三浦 至, 矢部博興. １回のセッション内曝露のみで手洗い時間が短縮できた自閉症ス

ペクトラム障害合併の強迫性障害の１例. 第71回東北精神神経学会総会; 20171029; 盛岡. 
 
和田知紘, 一瀬瑞絵, 堀越 翔, 志賀哲也, 板垣俊太郎, 三浦 至, 大谷晃司, 矢部博興. 深刻なADL低下

を呈した身体化障害の１例：当院における慢性疼痛へのアプローチ. 第71回東北精神神経学会総会; 20171029; 盛
岡. 
 
三浦 至. 統合失調症における抗精神病薬の switching～安全な switchingを目指して～. 鹿児島県統合失調症フ

ォーラム; 20171031; 鹿児島. 
 
落合晴香. 健常者のミスマッチ陰性電位に与えるオキシトシンの影響についての検討. 第47回日本臨床神経生理

学会学術大会; 20171129-1201; 横浜. 
 
星野 大, 松岡貴志, 板垣俊太郎, 志賀哲也, 菅野和子, 野崎途也, 刑部有祐, 疋田雅之, 浅野聡子, 伊藤
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典和, 和田知紘, 矢部博興. 言語音連続刺激の欠落部がミスマッチ陰性電位(MMN)に与える影響. 第47回日本

臨床神経生理学会学術大会; 20171129-1201; 横浜. 
 
渡邉宏周, 松本貴智. 身体表現性障害患者のMMPI上の特徴 福島県立医大附属病院心身医療科受診患者を対象

とした特徴. 第40回福島県臨床心理学会; 20171203; 会津若松. 
 
〔シンポジウム〕 
 
小林直人. 地域づくりと認知症施策～連携型認知症疾患医療センターが取り組む新たな連携モデル～. 第5回認知

症疾患医療センター全国研修会福島大会シンポジウム; 20171112; 郡山. 
 
〔特別講演〕 
 
小林直人. 認知症と向き合う. 平成29年新春医療介護講演会; 20170115; 福島. 
 
小林直人. 地域連携における認知症初期集中支援チームの役割と課題. Dementia Summit 2017; 20170115; 東京. 
 
小林直人. 認知症診療 Up-to-Date. 認知症ステップアップ研修会; 20170127; 福島. 
 
小林直人. 認知症初期集中支援チームと診療所型認知症疾患医療センターの実情. 認知症専門医とかかりつけ医の

懇談会; 20170202; 福島. 
 
矢部博興. 臨床の脳波・研究の脳波～睡眠を含む～. 福島県精神科診療所協会・福島県精神科病院協会合同学術講

演会; 20170204; 郡山. 
 
小林直人. 認知症の早期発見と地域連携. 認知症多職種連携講演会 in 白河; 20170206; 白河. 
 
板垣俊太郎. ADHD Session 成人期ADHDの診断と治療. Lilly Neuroscience Conference in 福島; 20170211; 
福島. 
 
小林直人. 認知症の理解～医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理～. 介護職員初任者研修; 20170217; 福島. 
 
小林直人. 知っておきたい認知症の薬物療法と地域連携への取り組み. 二戸地区認知症医療連携セミナー; 
20170221; 二戸. 
 
小林直人. 認知症を支える地域を目指して. 田村地方介護支援専門員連絡協議会研修会; 20170224; 田村. 
 
小林直人. 改正道路交通法にどのように対処すべきか？ 認知症に係る診断書提出命令制度に関する研修会; 
20170302; 福島. 
 
板垣俊太郎. 福島市における東日本大震災後の子どもの精神状態と発達障害との関連について エコチル追加調

査. エコチル学内報告会; 20170308; 福島. 
 
小林直人. 認知症を支える地域を目指して. 山形市医師会介護保険制度に関する研修会; 20170316; 山形. 
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田子久夫. 複雑な悲嘆とその治療. 第15回グリーフケアアドバイザー１級認定講座; 20170321; 東京. 
 
小林直人. 認知症ってなに？～正しく知って予防しよう～. 福島市オレンジプラン推進事業認知症予防講演会; 
20170324; 福島. 
 
小林直人. 認知症初期集中支援チームの実情と課題. 認知症セミナー～認知症初期集中支援チームの実践～; 
20170329; 佐倉. 
 
小林直人. 認知症診療Up-to-Date～新規抗認知症薬の可能性を探る～. いわき認知症学術講演会; 20170417; いわ

き. 
 
田子久夫. 認知症とその予防. 介護フェア in いわき2017; 20170423; いわき. 
 
小林直人. 認知症初期集中支援チームの実情と課題. 第2回釜石医師会学術講演会; 20170511; 釜石. 
 
三浦 至. 福島県立医科大学における臨床精神薬理研究について. 学術講演会～リカバリーを目指した新しい統合

失調症治療戦略～; 20170511; 福島. 
 
小林直人. 認知症を支える地域を目指して～認知症初期集中支援チームの取り組みから学んだこと～. 学術講演会 

認知症患者さんの増加に備えて; 20170522; 那須. 
 
小林直人. 今，認知症について考えるべきこと. 山形県保険医協会 医療安全管理研修会; 20170524; 米沢. 
 
小林直人. 今求められる多職種連携と認知症薬物療法への期待. 認知症多職種連携講演会 in 豊島区; 20170530; 
東京. 
 
小林直人. 認知症初期集中支援チームが果たす役割と今後への期待. 上十三地区認知症学術講演会; 20170602; 十
和田. 
 
小林直人. 認知症診療の新たな展開～薬物療法から地域連携に至るまで～. 鹿児島認知症地域連携研究会2017; 
20170606; 鹿児島. 
 
松本貴智. コミュニケーションがうまくなるコツ SSTについて. SST講話 二本松市精神障がい者社会復帰支援

事業（デイケア）; 20170614; 二本松. 
 
小林直人. 今，認知症について考えるべきこと. 山形県保険医協会 第1回医療安全管理研修会 最上会場; 
20170621; 新庄. 
 
小林直人. 認知症初期集中支援チームが果たす役割と今後への期待. 認知症エリアサミット in 北多摩北部; 
20170626; 東京. 
 
小林直人. 認知症ケアを一歩進めていくために. 「認知症ケア」研修会; 20170630; 桑折. 
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小林直人. 福島市における認知症対策の現状～簡易短期記憶再生検査(STMT)の普及と連携事業の実情～. 第8回

福島県軽度認知障害研究会; 20170701; 福島. 
 
小林直人. 認知症を支える地域を目指して～初期集中支援チームの取り組みから学んだこと～. 平成29年度第1
回基幹型認知症疾患医療センター研修会; 20170707; 米子. 
 
矢部博興. 原発事故後のフクシマにおける精神保健医療の選択. 第20回有床総合病院精神科フォーラム; 
20170708; 会津若松. 
 
三浦 至. 精神症状に対する緩和ケア（気持ちのつらさ・せん妄）. 平成29年度緩和ケア研修会; 20170708; 福
島. 
 
小林直人. 多職種連携を通じた新たな医療展開にむけて. 認知症多職種連携講演会 in 福島; 20170711; 福島. 
 
松本貴智. 支援者の心のケア～ストレス状況下におけるコミュニケーション～. 被災市町村派遣職員等メンタルヘ

ルス研修; 20170713; いわき. 
 
小林直人. 認知症高齢者の医学知識. 平成29年度福祉サービスセミナー; 20170714; 福島. 
 
三浦 至. 双極性障害の薬物療法 双極性うつ病を中心に. 東北精神神経学会主催 平成29年度第１回生涯教育研

修会; 20170715; 仙台. 
 
小林直人. 認知症診療の新たな展開～認知症初期集中支援チームの取り組みと薬物療法を含めて～. 認知症フロン

ティア2017; 20170730; 東京. 
 
小林直人. レビー小体型認知症を紐解く. 福島県認知症グループホーム協議会第15回公開講座; 20170818; 郡山. 
 
田子久夫. 認知症の基礎知識. 平成29年度訪問介護テーマ別技術向上研修 I; 20170818; 郡山. 
 
田子久夫. 複雑な悲嘆とその治療. 第14回グリーフケアアドバイザー1級認定講座; 20170823; 渋谷. 
 
三浦 至. 心のケアとリハビリテーション. 福島県がんのリハビリテーション研修会; 20170825; 福島. 
 
小林直人. 「治療とケア」「連携」編. 平成29年度かかりつけ医認知症対応力向上研修会; 20170827; 福島. 
 
松本貴智. 職場のメンタルヘルス. 平成29年度U30健康教育セミナー（郡山合同庁舎）; 20170831; 郡山. 
 
三浦 至. 高齢者における睡眠薬使用について. 福島県県北臨床学術講演会; 20170831; 福島. 
 
小林直人. 高齢者のうつとめまいを見極める. 第25回福島県耳鼻咽喉科臨床懇話会; 20170902; 郡山. 
 
小林直人. 認知症を再考する～正しい理解と対応を深めるために～. 第1回ラコパセンター スキルアップ研修

会; 20170904; 福島. 
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菅野智行. うつ病の回復を目指して. 浜通りうつ病治療を考える会; 20170905; いわき. 
 
小林直人. 今，認知症について考えるべきこと. 真壁医師会認知症フォーラム2017～生活習慣病と認知症～; 
20170909; 筑西. 
 
小林直人. 認知症診療の新たな展開～薬物療法から地域連携に至るまで～. 湘南認知症研究会2017; 20170913; 鎌
倉. 
 
松本貴智. 職場のメンタルヘルス. 平成29年度U30健康教育セミナー（白河合同庁舎）; 20170919; 白河. 
 
三浦 至. 抗精神病薬治療のバイオマーカー. 第20回日本薬物脳波学会・第1回MMN研究会合同会議; 
20170922-23; 福島. 
 
矢部博興. Mismatch negativity研究の歩みと将来. 第20回日本薬物脳波学会・第1回MMN研究会合同会議; 
20170922-23; 福島. 
 
小林直人. 今，認知症について考えるべきこと～早期発見・対応の重要性とは？～. 桑名医師会認知症市民公開講

座; 20170930; 桑名. 
 
小林直人. 認知症医療Up-to-Date～適切な認知症診療のためのキーワード～. 福島市認知症地域連携懇話会; 
20171010; 福島. 
 
小林直人. 今，認知症について考えるべきこと. 山形県保険医協会 第２回医療安全管理研修会 庄内会場; 
20171018; 庄内. 
 
小林直人. 精神疾患の理解. 平成28年度日本精神科看護協会福島県支部精神保健福祉研修会; 20171020; 郡山. 
 
小林直人. 認知症を支える地域を目指して. 認知症の支援を考える会; 20171027; 津山. 
 
小林直人. 認知症診療Up-to-Date～理解のためのキーワード～. 認知症診療を考える in県北; 20171101; 福島. 
 
松本貴智. 職場のメンタルヘルス. 平成29年度メンタルヘルス研修会（会津保健福祉事務所）; 20171101; 会津

若松. 
 
小林直人. クリニックで認知症に寄り添う～連携型認知症疾患医療センターが取り組む新たな連携モデル～. 平成

29年度八戸地区認知症疾患セミナー; 20171108; 八戸. 
 
三浦 至. 統合失調症における抗精神病薬の switching～安全な switchingを目指して～. 第29回青森県精神科

医会; 20171111; 青森. 
 
松本貴智. 職場のメンタルヘルス. 平成29年度メンタルヘルス研修会（福島県ハイテクプラザ）; 20171114; 郡
山. 
 
小林直人. 今求められる認知症多職種連携と薬物療法への期待. 第2回大河原地域有志による多職種連携の会; 
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20171115; 大河原. 
 
小林直人. 今，認知症について考えるべきこと. 山形県保険医協会 第２回医療安全管理研修会 山形会場; 
20171116; 山形. 
 
小林直人. 認知症の病態を理解する. 福島市オレンジプラン推進事業「認知症対応力強化研修会」; 20171117; 福
島. 
 
小林直人. クリニックで認知症に寄り添う～連携型認知症疾患医療センターが取り組む新たな連携モデル～. 志太

榛原認知症疾患医療センター合同研修会; 20171118; 藤枝. 
 
小林直人. 認知症初期集中支援チームが果たす役割と今後への期待. 志太榛原認知症疾患医療センター合同研修会; 
20171118; 藤枝. 
 
矢部博興. 脳波は精神疾患のバイオマーカーとなり得るか？ 第47回日本臨床神経生理学会; 20171129; 横浜. 
 
小林直人. 認知症診療の新たな展開～薬物療法から地域連携に至るまで～. Dementia Expert Meeting in 
NAGANO 2017; 20171202; 長野. 
 
三浦 至. 精神症状（気持ちのつらさ・せん妄）. 太田西ノ内病院平成29年度がん診療医師緩和ケア研修会; 
20171203; 郡山. 
 
松本貴智. セルフケア～ストレスチェック制度との付き合い方～. 平成29年度福島県立医科大学大学健康管理セ
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